はしかき 

葛 原 勾 当日 記 を、 私に 知らせて くれた 人 は、 劇作家 

伊馬 鵜 平 君で ある。 堂々 七 百 頁ち かくの 大冊で ある。 

大正 四 年に、 勾 当の 正 孫、 葛 原※ 〔# 「u< 茲」、 355- 

17〕 というお 人に 依って 編纂せられ、 出版と 共に 世人 

を 驚倒せ しめた ものの 様で あるが、 不勉強の 私 は、 最 

近、 友人の 伊馬 鵜 平 君に 教えられ、 はじめて 知った 次 

第で ある。 私 一個人に とって は、 ひどく もの 珍しい 日 



記で はあって も、 世の 読書人に は、 ああ、 あれ か、 と 

軽く 一 首肯 を 以て あしらわれる 普遍の 書物で あるの か 

も 知れない。 そこ は、 馬鹿の 一 つ 覚えで おくめん も 無 

く 押し切って、 世の中に 我の み 知る という 顔で、 これ 

から、 仔細ら しく 物語ろう という わけで ある。 

大正 四 年、 葛 原※ 〔# 「u< 茲」、 356-5〕 の 手に 依って、 

故 勾 当の 日記が 編纂、 出版 せられる 迄 は、 葛 原 勾 当 そ 

の 人に 就いても、 あまり 知られて いなかった 様で ある。 

この※ 〔# 「u< 茲」、 356-6U 氏 編纂の 勾 当日 記に は、 東 

京 帝国 大学 史料編纂 官、 和田英 松と いうお 人の 序文 も 

附 加せられ て 在る が、 それに は、 「葛 原 勾 当 は予が 郷里 



備 後の 人に して 音楽の 技 を 以て 其 名 三 備に 高 かりき。 

予、 幼時より 勾 当の 名 を 聞く こと 久し かりし も、 唯、 

音楽 に 堪能な りし 盲人との み 思い 居たり き。 然るに、 

近年 勾 当の 令孫※ 〔# 「u< 茲」、 356-1S 君を識 るに 及 

び、 勾 当の 性行 逸事 等 を 聞きて 音楽の 妙手たり しのみ 

ならず、 其 他 種々 の 点に 於ても 称揚すべき もの 多 かり 

し を 知りぬ。 云々。」 とあって、 その 職 は 史料編纂 官、 

その 生まれ 在所 は 勾 当と 同じ 備 後の 人で さえ、 故 勾 当 

の 人物に 就いては、 そんなに 深く 知ってい たわけで は 

無かった という 事が わかる ので ある。 また、 東京 盲 学 

校長、 町 田 則 文と いうお 人 も、 序文 を 寄せて 居られる 



が、 それに は、 「一 曰 葛 原※ 〔# 「u< 茲」、 356-S 君、 

余が 学校 を訪 われ 君が 祖父 故 葛 原 勾 当 自記の 四十 余 年 

間に 亘れる 仮名文字 活字 日誌 を 示され、 且、 其 生存 中 

に 於け る 事業の 大要 及び 勾 当の 趣味 等に つき、 詳に語 

らる。 余 之 を 聴き 所感 殊に 深く、 俄然と して 我が 帝国 

盲 教育 上に 一 大辰を 仰ぎ 得た るの 想 を 為せり。 云々。」 

とあって、 いたく 驚いて いる 様子が、 わかる ので ある。 

このように、 故 勾 当の 名 も、 その 日記 も、 大正 四 年、 

正 孫の 葛 原※ 〔# 「u< 茲」、 357-U 氏が、 その 祖父 君の 

遺業 を、 写真 数 葉、 勾 当 年譜、 逸話 集 等と 共に まとめ 

て 見事な 一本と 為し、 「葛 原 勾 当日 記」 と銘題 打って、 



ひろく 世に 誇示な される 迄 は、 わずかに 琴の 上手と し 

て 一 地方に のみ 知られて いただけの もので は 無かった 

かと 思う。 それが、 今では、 人名辞典 を 開けば、 すな 

わち 「葛 原 勾 当」 の 項が、 ちゃんと 出て いるので ある 

から、 故 勾 当 も、 よいお 孫 を 得られて、 地下で 幽かに 

かんきょう 

緩頰 なされて いるか も 知れない。 

葛 原 勾 当。 徳川 中期より 末期の 人。 寧 曲 家 他。 文化 

九 年、 備後国 深 安 郡八尋 村に 生まれた。 名 は、 重 美。 

前名、 矢 田 柳 三。 孩，. 児の 頃より 既に 音律 を 好み、 三 歳、 

痘を 病んで 全く 失明す るに 及び、 いよいよ 琴に 対する 

盲執 を 深め、 九 歳に 至りて 隣村の 瞽女お 菊に ねだって 



,si なし。 盲人 一流の 芸者と して 当然の 事 なれ ども、 

触覚 鋭敏 精緻に して、 琉球 時計と いう 特殊の 和 蘭 製の 

時計の 掃除、 修繕 を 探りながら 自ら やって 楽しんで い 

た。 若き 頃より 歯が 悪く、 方々 より 旅の 入歯 師 来れ ど 

もなかな かよき 師に めぐ リ 合う 事な く、 遂に 自分で 小 

刀 細工して 入歯 を 作った。 折紙 細工に 長 じ、 炬躂の 中 

にて、 弟子た ちの 習う 琴の 音 を 聴き 正しつつ、 鼠、 雉、 

蟹、 法師、 海老な ど、 むずかしき 形 を こっそり 紙 折つ 

て 作り、 それが また 不思議な ほどに 実体に よく 似て い 

た。 また、 弘化ニ 年、 三十 四 歳の 晚春、 毛筆の 帽被を 

割りた る 破片 を 机上に 精密に 配列し 以て 家屋の 設計図 



を 製し、 之に よりて 自分の 住宅 を 造らせた。 けれども、 

マ J の 家屋 設計 だ けに は、 わずかに 盲人ら し き 手 落が 

あった。 ひどい 暑がりに て、 その 住居 も、 風通しの よ 

き 事 をのみ 考えて 設計せ しが、 光線の 事まで は 考え 及 

ば ざり しもの の 如く、 今に 残れる その 家に は、 暗き 部 

屋幾 つも ありと いうの も 哀れで ある。 され ど、 之 等 は 

きんぼ 

要するに 皆 かれの 末技に して、 真に 欽慕すべき は、 か 

れの 天稟の 楽才と、 刻苦 精進して 夙く 鬱然 一 家 をな し、 

世の 名利 をよ そに その 志す 道に 悠々 自適せ し 生涯と に 

他なら ぬ。 かれの 手 さぐりに て 自記した 日記 は、 それ 

らの 事情 を、 あます ところ 無く 我らに 教える。 勾 当、 



かく 日記 を 読んで もらった 後で 申し上げる ことにした 

い。 ここに は、 勾 当 二十 六 歳、 青春 一年間の 日記 だけ 

を、 展開す る。 全日 記の、 si わば 四十 分の 一 に 過ぎな 

い。 けれども、 読者に 不足 を 感じさせる ような 事 は 無 

い。 その わけ も、 日記の 「あと かき」 として 申し上げ 

る。 いま は、 勾 当 二十 六 歳 正月 一日の、 手 さぐりで 一 

字 一字 押し 印した 日記の 本文から、 読者と 共に、 ゆつ 

くり 読みす すめる。 本文 は、 すべて 平仮名の みに て、 

甚だ 読みに くい ゆえ、 私 は 独断で、 適度の 漢字 まじり 

にす る。 盲人の 哀しい 匂い を 消さぬ 程度に。 



おのみち や、 こわさ。 さみせん。 四き のな がめ _ 

おて う。 さみせん。 いう ぞら。 

おせつ。 琴。 わかな。 

おふさ。 琴。 うきね。 

おりう。 さみせん。 やしま。 

しげの。 琴。 こころつ くし。 

おとく。 さみせん。 きぎす。 

いばら、 おさと。 琴。 むめが ゑ。 

せいぎょく。 さみせん。 みづ かがみ。 

おび や、 こさ だ。 さみせん。 六 だん れんぼ。 

ゑび す や、 おいし。 琴。 だう じ やう じ。 



中略。 (太 宰) 

〇 同 二十 七日。 京に、 のぼる。 

やなぎ やの、 ふね。 たつのこくに、 のる。 ひつじ 

のこく に、 つる 一 も、 のる。 つた 一 も、 のる。 

〇 同 二十 八日。 たまし まに、 つき、 いぬの こくに、 た 

ち 

〇 同 二十 九日。 うのこく に、 日 比に、 つき、 たつの こ 

くに、 たち、 さるの、 ちう こくに、 さ こしに、 つき 

〇 同 三十日。 ゆきし まに、 ふね をつな ぎ、 そらの はる 

る を、 まち 



〇 二月 一 日。 うのこく に、 たち 

〇 同 二日。 とらのこくに、 あかしに、 つく。 

たちいて て。 いまわ くるしき。 たび ごろ も。 たも 

とに かよう。 かぜの さむけ さ。 

ひとまる さまへ、 まゐ る。 

〇 同 三日。 むまの こくに、 たち、 とりのこ くに、 ひよ 

うごに、 つき 

〇 同 四日。 ねのこくに、 たち、 みのこく に、 おうさか 

に、 つき 

〇 同 五日。 みのこく。 京。 

〇 同 六日。 より。 まつの さまへ、 きしく (寄宿。) 



〇 同 七日。 かわりなく 候。 

〇 同 八日。 あそんだ。 あまり、 あそぶ も、 たいくつな 

もの。 

〇 同 九日。 かわりなく 候。 

〇 同 十日。 にもつ。 うけとる。 

〇 同 十一 日。 かわりなく 候。 しのびに て、 さらえ を、 

する 

〇 同 十二 日。 おやしきに、 おいて、 琴、 ほ をの を (奉 

納) あり。 おうむ (鸚鵡) のこ ゑ を、 きく。 

同断 中略。 



〇 四月 十九 日。 に (荷) を、 くだす。 

〇 同 二十日。 あすわ、 ふねな り。 

こよ ひわ、 なぜ この やうに、 ねられぬ ことかな。 

わけ もない、 ことば かり、 おも ひて、 はや、 うしの 

こくに も、 なる らん。 

まことな き。 ひとのこ ころと。 とくしら ば。 なに 

を うらみの。 たねと かわせん。 

ほんに、 おも ひま わせば、 たのむ わ、 ふるさと。 

ちち、 はは。 まだ、 ほかに も、 あり。 

かへ らんと。 つつめば そでに。 あまりけ リ。 つみ 



しわ かな を。 いかにと かせん。 

〇 同 二十 一日。 たつのこくに、 みやこ をた ち、 さるの 

こくに、 おのみち ぶね に、 のり 

〇 同 二十 二日。 かぜ、 つよし。 さけ を、 のみ、 

ふなびとに。 まかせて わたる。 のりのう み。 なみ 

たたば たて。 かぎ ふかば、 やけ。 

〇 同 二十 三日。 むまの こくに、 おのみち に、 つき、 と 

みよし やに、 とまる。 

〇 同 二十四日。 ふるさと、 あやめ (菖蒲) 

なに こと も。 さた かならざる。 よのなかに。 かわ 

ら ぬきみの。 こころ うれしき。 



〇 同 二十 五日。 すみ 寿。 琴に て。 かがりび。 三 へん。 

けいこい たす。 

同断 中略。 

〇 五月 一日。 とぞ なりに ける。 さても、 このせつ わ、 

は (歯) を、 いたむ。 

〇 同 二日。 あめ ふる。 おり やう、 さみせん、 ななくさ。 

おふえ 村、 おすて。 きたりぬ。 琴に て、 てんかたい 

へい。 さても、 さても、 歯が いたい。 

〇 同 三日。 つづいて。 あめ。 はもいた む。 なにほどの、 



けいこ。 

〇 同 七日。 ひるから、 あめ ふる。 また、 歯が いたまね 

ばよ いが。 

〇 同 八日。 うてん。 それ こそ、 また 歯 をいた むにつ き ■ 

のみけ る もの わ、 くすり。 

〇 同 九日。 あめ ふる。 か (蚊) ひとつ。 

かならずと。 ちぎりし ひと わ。 来 もやら で。 さみ 

だれか かる。 やどの さびし さ。 

同よ る。 は を、 いたみ 候。 ああ、 さても さても。 

〇 同 十日。 あめ ふる。 歯が、 いたい。 おか や。 琴。 す 

ゑの ちぎ リを けいこす る。 おか やに 言 はれて、 こん 



にち ょリ、 たばこ を、 たち (断ち) 申し 候。 

〇 同 十一 日。 あめ ふる。 同いたい、 いたい。 

にくまれて、 世に すむ かひ わ、 なけれ ども、 かわ 

いがられ て、 死のより まし か。 

この、 こか (古歌) の ごとく、 わし も、 歯が いた 

くて、 世に すむ かひ わ、 なけれ ども、 ねずみ とらず 

の、 ねこより まし か。 やれやれ、 いたや。 いのちの、 

あらんかぎり わ、 この 歯 をいた むこと かと、 おもへ 

ば、 かなしく 候。 

さびし さわ。 あきに もま さる。 ここちして。 日 か 

ず ふり ゆく。 さみだれ のころ。 



あさねして、 また ひるねして、 よ ひ (宵) ねして、 

たまたま 起きて、 ゐ ねむり をす る。 

とやら。 きの をから、 ねる ほどに、 ねる ほどに、 

ゆめば かり 見る わい。 

さるの こくに いでて、 いぬの こくに、 やい ろ (八 

尋) へ もどる。 

〇 同 十八 日。 なに をした やら、 わけが わからぬ。 

〇 同 十九 日。 なんにも、 する ことがない。 あつや、 あ 

つや。 

〇 同 二十日。 また、 休 そく。 このごろ わ、 きう そく だ 

ら けで、 ござる。 



〇 同 二十 一 日。 うのこく にいで て、 たかや (高 屋) か 

わ もと (川 本) に、 きたる。 おて る。 さみせん にて- 

そでのつゆ。 

〇 同 二十 二日。 せみの こ ゑが、 やかましい。 

〇 同 二十 三日。 ながさき、 めつ け (目 附) のおと を リ_ 

したに をれ。 

〇 同 二十四日。 きの をよりも、 あつい。 おて る、 けい 

こ あいすみ、 どんな ゆめ を 見る のぢ や、 と 子どもら 

しき こと、 せがむ ゆ ゑ、 もうじん (盲人) も ゆめ わ 

見る わい、 ゆうべの ゆめであった、 にんぎ やうが、 

琴 さみせん、 こきう (胡弓) ふ ゑ、 つづみ、 たいこ 



にて、 ゑ てんらく (越天楽) を 合 はせ ける に、 おわ 

る やい なや、 なりもの を、 いっさい、 なげて ければ 

のこらず くだけたり。 また、 も ひとつ、 つぎはぎの 

ゆめ を 見た、 ぬすびとの、 わきざし を 持ち、 にかい 

へあがる、 ころもの そで、 はしごに かかり、 つぎに 

ざいた (座 板) ふみ 落す、 ここ わなに かと 問へば、 

たばこ を だす、 あな、 と 言 ふ、 したに は、 くわ じ (火 

事) なかば、 琴の いと をし めて、 かへ ると いへば、 

たけ だの 仁 吾が、 だいか ぐら を、 つれてくる、 見て 

おか ヘリな されと いふ、 なにが なにやら、 わからぬ 

ゆめで あつたと、 いへば、 おて る わ、 ころげて わら 



つた。 また、 十五 六 七 八く らゐ の、 むすめ を、 ゆめ 

に 見た といへば、 どんな 着 もの を、 とすぐ に 問 ふな 

り。 もうじんに は、 いろ わ、 わからぬ なれ ども、 さ 

むき 着 ものであった から、 あ を (青) であらう とい 

へば、 おて る わ、 かんしんした。 

〇 同 二十 五日。 あめ も ふる。 ひもて る。 きつねの、 よ 

めいり か。 

同断 中略。 

〇 七月 六日。 たなばたの、 うたにと て、 よむ。 



〇 同 十日。 そら。 あしく。 てり もせず、 ふり もせず。 

そして、 わし わ、 すまぬ こと をした わい。 あやまり 

あやまり。 

〇 同 十一 日。 うてん。 さて。 めづ らしき、 さた を、 き 

〇 同 十二 日。 気が、 さ ゑん。 あんらくじ にて、 もり か 

ねの、 うた ざら ゑ あり。 ひる は、 さらさら 汗が でる _ 

よる わ、 ぞろぞろ 雨が ふる。 はだしで、 もどった。 

やぶれが さ。 

同断 中略。 



〇 八月 二十日。 おか やが、 びい どろ (硝子) の、 とつ 

くり (徳利) を、 くれた。 うてん。 いと を、 しめた 

ばかり。 とみよし やに、 ねたり ける。 

〇 同 二十 一日。 うてん。 ひるから わ、 あめ も あがり、 

やれ、 いそがし や、 いそがし や。 はい やに、 とまる。 

〇 同 二十 二日。 こ あさ。 さみせんで、 ななくさ を、 は 

じめ る。 しげの の、 おりう。 さみせんで、 いう ぞら。 

け ふわ、 さみせん、 よく 鳴り まし 候。 はい やに、 と 

まる。 

〇 同 二十 三日。 たいさん じに て、 ついぜん、 あいすみ。 



おか や。 ひとり 寝。 さみせん にて。 

〇 同 二十 八日。 けいこ、 あいすみ。 つらき めに、 あい 

たる ことか。 ふつふつ、 つかれた。 四 そく (足) か 

なわず。 いわれず。 きこ ゑず。 ただ、 ただ、 見 ゆる 
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同断 中略。 

〇 九月 二十 五日。 このごろ わ、 あきのな かばなる に、 

うた もよ めず、 これで わ、 こまった もの かな。 かぜ 

を、 ひきて、 ねたり。 みぎの かほが、 は (腫) れ、 



なにやら かやら、 たのしまず。 そこへ、 だいか ぐら 

(大 神楽) が 来たが、 ぶざいくな、 やつであった。 

〇 同 二十 六日。 ただ、 しんきに、 くらしたり。 かぜ、 

すこし わ、 よろしく。 

〇 同 二十 七日。 お (起) きて、 ははに、 あ ふ。 おか や 

のこと わ、 言わず。 

〇 同 二十 八日。 あまりの さびし さに。 

さけ も あり。 もち (餅) も あるな り。 ゆ ふし ぐれ- 

同よ る。 ばくち を、 うつ。 

〇 同 二十 九日。 けいこ、 一 つ。 

〇 同 三十日。 おか やわ、 ふびんな リ。 あまりの ことな 



れば、 かく ここに、 しるす。 みのこく より、 けいこ。 

じゅの 一、 さみせん、 きくの つゆ。 おさ わ、 琴に て、 

馬 追 ひ。 

〇 十月 一日。 あさ、 すこし、 あめ ふる。 つぎに、 かぜ 

が、 だいぶん、 ふき 候。 同ばん かた、 わが 言 ひし こ 

と を、 そくざに おいて、 打ちけ されけ る こと あり。 

にくき、 やつばらめ。 

〇 同 二日。 はし (橋) にて、 であい、 ひさしぶりにて、 

はなし をす る。 

さむし とて。 かさぬ る そでの。 かひな きに。 かく 

こそむ かへ。 うづみ びの もと。 



〇 同 十七 日。 みのこく に、 いでて、 ひつじの こくに、 

おべ 村く わ だに、 きたる。 どこへ いっても、 けいこ 

の 子の、 ほかの ようじ (用事) にて、 いそがし きと 

き ほど、 まの、 わるい ものわない。 なに をす るに も 

ふじゅう (不自由) なやら、 おやごに 気が ねる やら 

この やうな、 わるい ことなら、 なぜ、 ここへ 来た か 

と おもわる る。 けいこ わ、 かたてまの、 あそびに あ 

らず。 さむさ、 きびしく、 あし を、 いたむ。 

〇 同 十八 日。 あそんだ。 

〇 同 十九 日。 いで はら 九 一ろう どのに、 はじめて、 た 

いめんい たす。 ちゃ (茶) の、 めいじん なり。 その 



とき、 

すむ つきの。 いと ものすごく。 なりて こそ。 ふゆ 

来ぬ そらと。 見る ベ かり けれ。 

と 見えぬな がら も、 よみてけ るに、 九 一ろう どの 

わ、 しんがん (心眼) なるべし と、 ひざ 打ちた たい 

て、 かんしんした。 を かしな こと ぢゃ。 

〇 同 二十日。 おつい、 琴に て、 うすゆき。 おい そ、 琴、 

ゆきの あした。 すみ、 琴、 だう じ やう じ。 知られけ 

- ) . 

しら さじと。 つつむ おも ひも。 しば かきの。 やぶ 

れて いまわ。 あらわれに けり。 



〇 同 二十 一日。 八つ どきに、 しのびて、 こまつ やへ ゆ 

き、 さて、 みな、 てら まゐ りせられ て、 ただ 十三 四 

なる、 わら はの、 るす を もりして、 い 申されければ 

しかたなく、 折 を さい は ひと、 の たれこみ、 ねたり 

おきたり、 く ふたり、 琴 を ひいたり して、 さびしく 

御 ざ 候な リ。 れいの ひとの 糸 を、 しめて やりけ り。 

みれん (未練) とわ、 いまだ ねれず、 とかく 由。 な 

にごと も、 しゅげ う (修行) だい 一 のこと。 

うへ もな き。 ほとけの 御名 を。 となへ つつ。 じご 

くの たね を。 まかぬ 日ぞ なき。 



同断 中略。 

〇 十二月 二十 五日。 さむい と、 おも ひて をれば、 ばん 

かたより、 また、 ゆきが ふりいだ して、 げに、 さむ 

いこと になった よ。 ああ、 さむ や。 やれ、 さむ や。 

〇 同 二十 六日。 いちにち、 こたつの、 もり をした。 た 

いくつした。 ひさしぶりに、 また、 同 かの、 それ、 

みぎの、 れいの、 あいかわらず、 歯 をいた むな りけ 

り。 ュこ， - こ，, ， こ，. こ， -こ ，1. こ- - こ- -こ。 

まい 日。 ばかの ごとくな りて、 日 を、 おくる にも 

たいくつして ござり 申、 よそへ も ゆけ ず。 しかたが 



ない ぞ。 

〇 同 二十 七日。 となり わ、 ごしゅうぎ。 よる、 お ほ ゆ 

きとなる。 ことし わ、 めづ らしき つみ を、 たんと、 

つくりた な あ。 

〇 同 二十 八日。 まことに、 きせる (煙管) を、 よく、 

と をし 奉 候。 はやく、 三十に なりた や。 

〇 同 二十 九日。 はるより、 こん 日までの こと、 まこと 

に、 ゆめの ごとく、 おもわれて、 あれ、 ゆめの やう 

ぢゃ。 ほんに、 ふしあわせなる、 とし もあった もの- 

二月に わ、 くるしく、 四月に わ、 な (泣) き、 五月 

にわ、 歯 をいた み、 夏 わ、 なにやら かやら、 それよ 



り わ、 なかぬ 日と てな かりき。 おろか、 なりけ るよ _ 

すゑの 見 こみ も、 すくなし。 

〇 同 三十日。 同よ める。 

じょや (除夜) のかね。 百 三つまで わ。 かぞ へけ 

- ) . 

われ、 らいねん わ、 二十 七 さいなり。 めでたく か 

しく。 

てん ほう 八。 とり。 

あと かき 



した 言い かた をす るなら、 それ は、 作家の、 ひとりよ 

がりの、 早合点に 過ぎぬ だろう。 けれども 私 は、 意識 

して 故 勾 当 を、 おとしめ ようとした 覚え は 無い。 つね 

に 故人の、 一流 芸者と しての 精神 を、 尊重して 来たつ 

もりで ある。 あとで、 いざこざの 起らぬ よう、 それ だ 

け を 附記す る。 

かきならす。 おと を だに 聞かば。 この さとに。 わが 

すむ こと を。 きみや 知 るら む。 (勾 当) 
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